資料６

平成２２年度版鳥取県環境白書（実績編）の発行について
平成２３年３月２４日
環境立県推進課
　鳥取県環境白書は、「鳥取県環境の保全及び創造に関する基本条例」第８条第１項の規定に基づき、環境の状況並びに環境の保全及び創造に関して講じる施策を明らかにするものです。
　環境白書については、年度当初に講じようとする環境施策を取りまとめた「施策編」を公表して、県民の方々が利用可能な各種支援制度など周知を図ったところです。
　このたび、「平成２２年度鳥取県の環境の現状」及び「平成２１年度に講じた施策（平成２１年度版鳥取県環境白書に追記）」がまとまりましたので、「実績編」として、県ホームページ上で公表しました。
１　鳥取県環境白書の概要

（1） 「平成２２年度鳥取県の環境の現状」（記載の例示）
①環境教育・環境配慮活動の推進
 学校現場では、こどもエコクラブ活動などを活用し、環境教育に取り組む小・中学校が増加しており、環境教育が児童生徒の生活に根ざした取組となるよう努めている。
　　　＜平成２２年度県内こどもエコクラブの登録状況（見込み）＞

· エコクラブ数：７６クラブ、メンバー・サポーター数：７，４４７人　
②新エネルギー（自然エネルギー）の導入状況

　　 　　魅力ある豊かな自然環境を保全する活動を進めるとともに、風力、太陽光、バイオマス、小水力などの新エネルギー（自然エネルギー）の活用に積極的に取り組んでいる。
　　　 ＜平成２２年度太陽光発電の導入状況（予定）＞　（参考）Ｈ２１年度実績　２，６７３ｋｗ
・住宅：２，８００ｋｗ、事業所：６８５ｋｗ　合計　３，４８５ｋｗ

　　
③二酸化炭素などの温室効果ガスの削減状況
　　　　　環境先進県に向けた次世代プログラムを策定し、省エネの取り組みを強化し、日々の生活において、環境に意識した生活や事業活動を推進するため、具体的でわかりやすい取組みを提案している。
　　　　＜鳥取県内におけるＣＯ２排出量＞

・平成21年度のCO2排出量は4,132千t-CO2。1990年に比べて4.0％増加したが、新エネルギー導入量及び森林吸収量を合わせると3,580千t-CO2（1990年度比9.9%減）
（２）「平成２１年度に講じた施策」（記載の例示）
①こどもエコクラブ活動への支援
・こどもエコクラブの活性化を推進するため、こどもエコクラブの活動経費の助成や県内こどもエコクラブの交流会を開催した。
（補助金総額：４，０３９千円、交流会活動発表：９クラブ）
　　
②新エネルギーの推進

　　　 ・太陽光発電を設置する個人への助成を行う市町村に対して支援を行った。
　　　　　（補助率：３分の２、補助事業者：１６市町村、補助金総額：１３３百万円）　
　　
③二酸化炭素等の温室効果ガスの削減

・アイドリングストップ宣言者の推進を図った。（宣言者等合計：２８，１３７人）
・環境にやさしい公共交通機関利用推進企業の認定を行った。（事業所数：３６事業所）

　　 　・鳥取県庁での一斉消灯及びライトダウンイベントを実施

　　　 
２　環境白書の入手方法
· 県のホームページに掲載　【平成２２年度版 鳥取県環境白書ホームページ】

鳥取県ホームページ（とりネット）→くらしと環境→とっとりエコなび→鳥取県環境白書
  　  http://www.pref.tottori.lg.jp/econavi/
○ 県内のすべての図書館、県地方機関及び市町村等に設置してある公共用端末（インターネット）や環境担当所管課の窓口で入手可能






